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研究結果の概要 

【背景・目的】 

糖尿病患者の下肢切断は患者の生命予後や QOLにも影響を及ぼすことから、発症予防やその治

療が喫緊の課題となっている。わが国では、2008年の糖尿病合併症管理料算定を契機に、看護師

を主導としたフットケア外来での患者介入が中心となっていることから、看護師のフットケアレ

ベルの向上が極めて重要である。 

本研究ではフットケアを実践する看護師に必要とされる看護実践能力を明らかにし、評価指標

を作成することを目的に調査を実施した。 

 

【研究方法】 

本研究は、「糖尿病合併症管理料」を算定している医療機関に所属し、「糖尿病足病変の指導に

係る適切な研修」を修了し、糖尿病患者のフットケアに携わる糖尿病看護認定看護師および慢性

疾患看護専門看護師を対象に半構成的面接を行った。研究協力者の了承を得て面接内容を録音し、

得られたデータは全て匿名化し個人が特定できないよう処理した。 

本研究は、本学と研究協力施設の倫理審査委員会の承認を受け、実施した。 

 

【研究結果】 

研究対象者は 8名、糖尿病患者のフットケア経験年数は 9.5±4.7年であった。 

「卓越したフットケア実践を行う看護師の看護実践能力」を分析テーマとして分析した結果、

運動学的視点に関する内容を含んだ 9つのカテゴリーと 29のサブカテゴリーが抽出された。 

本研究結果より、フットケアを実践する看護師において必要とされる看護実践能力の構成概念

が明らかとなった。今後は、本研究にて明らかとなった構成概念を基に、糖尿病患者のフットケ

アに携わる看護師の実践能力を評価するための指標作成を目指す。 

 

本調査において、ご協力いただきました方々に深く感謝申し上げます。 

 

今後の展開 

本研究の成果については学会発表および論文投稿を予定している。 

 

 


